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３．３．４ 発泡体の耐アルカリ性 

 

（ａ）試験体の作製 

3.3.3(1)独立気泡率と同様に発泡硬化物を作製後、前述の(2)圧縮試験と(3)曲

げ試験と同様に成型加工し、これを試験体とした。 

（ｂ）試験方法 

試験体をセメント飽和水(pH12程度)に所定時間浸漬した後に取り出して 25℃で

24 時間放置してから各種試験を行った。 

（ｃ）試験結果 

試験結果は、表-3.3.8 の通りである。ＮＬペースト（Ｓ）の圧縮強さと曲げ強

さは、１週間後に十数％の強度低下が認められたが、それ以降８週間までの強度

低下は認められなかった。一方、ＮＬペースト（Ｗ）は、８週間までの強度低下

は認められなかった。また、２週間から８週間までの重量変化も認められなかっ

た。従って、ＮＬペースト（Ｓ）と（Ｗ）のいずれも十分な耐アルカリ性を持っ

ている。  

 

表-3.3.8 発泡体の耐アルカリ性の試験結果 

ＮＬペースト 項 目 初期 1 週間 ２週間 ４週間 ８週間 

Ｓ 

圧縮強さ（㎫） ０．１８ ０．１４ ０．１２ ０．１２ ０．１３ 

曲げ強さ（㎫） ０．６１ ０．５５ ０．５３ ０．５４ ０．５４ 

重量変化率（％） - - ９２ - ９３ 

Ｗ 

圧縮強さ（㎫） ０．１５ ０．１５ ０．１５ ０．１５ ０．１６ 

曲げ強さ（㎫） ０．４１ ０．４０ ０．４０ ０．４０ ０．４１ 

重量変化率（％） - - ８７ - ８７ 

 

 

 

 


